
 

令和 6 年度第 6 回会議の主な意見（性質ごと） 

性質 意見 市の考え・進め方の案 

全体  ・民営化で削減できる財源を、保育の充実に充てていくべき 

・馬渡保育園が基幹園となることが妥当か 

 

・人口減少により、財源の減少が見込まれる中、持

続可能な自治体運営のために、財源の削減は必要。 

・馬渡保育園は、保育の空白を埋めるために自治体

が運営すべき保育園。 

 

今後の方向性 ・民営化については、今後 1 年間を通して検討していく議題 

・「第 3 次方針」の策定を検討するか 

・地域に求められる機能を、委員会として市に伝えるのが良い 

・市が地域のニーズを提示し、事業者が提案する形が良いのでは 

 

・第 2 次方針は、財源の確保のため、南志津、根郷

を民営化園とするもの。この方針に変更がないの

であれば、第 3 次方針の策定は不要ではないか。 

・地域に求められる機能を抽出し、公募に反映する

ことを目標に議論を進めていくのはどうか 

 

公募条件 場所 ・駅に近い保育園はなくさないでほしい 

・学童があるので、小学校と離すべきではない 

 

・公募条件に掲載する 

 保育 ・公立保育園が、保育の質の担保をできるような仕組みを検討 ・公募条件に掲載する 

 その他 ・民営化した際に、トラブルや問題を最小限に抑えるべき 

・2 割満足しなかったという課題を踏まえた公募条件にすべき 

 

・公募条件に掲載する 

サービス  ・単なる民営化ではなく、地域福祉拠点としての検討をすべき 

・空き教室を高齢者のデイサービスに利用する自治体あり 

・児童発達支援センターと保育所を併設している例もある 

・地域に求められる機能を抽出し、公募に反映する

ことを目標に議論を進めていくのはどうか 
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